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“猫
の
手
も
借
り
た
い
程
の
忙
し
さ
〉
 

は
、
水
稲
農
家
に
と
っ
て
田
植
え
時
期
。
 

普
か
ら
「
五
月
御
免
』
と
言
わ
れ
、
 

田
値
え
の
農
繁
期
は
、
た
い
て
い
の
事

が
許
さ
れ
た
と
言
う
。
 

土
地
改
良
が
進
み
、
長
さ
が
百
メ
ー
 

ト
ル
近
い
田
ん
ぼ
を
大
型
田
植
え
機
で

楽
々
と
植
え
ら
れ
る
今
で
も
や
は
り
こ

の
季
節
は
多
忙
だ
。
 

田
ん
ぽ
の
様
相
は
真
白
な
雪
景
色
か

ら
黒
い
土
の
色
と
な
り
満
々
と
水
を
た

た
え
た
空
色
に
変
わ
り
、
そ
れ
が
田
植

え
と
同
時
に
緑
が
か
っ
て
日

一
日
と
色

濃
く
な
っ
て
い
く
。
 

苗
の
成
長
と
と
も
に
冷
害
、
病
害
虫
、
 

肥
料
、
水
管
理
と
我
が
子
同
様
収
穫
ま

で
心
配
の
た
ね
が
尽
き
な
い
。
今
年
の

稲
作
は
果
し
て
三
年
連
続
の
豊
作
と
な
 

る
か
 

。
 

町
の
基
幹
作
目
で
あ
る
昔
か
ら
の
水

稲
栽
培
も
豊
作
の
願
い
が
込
め
ら
れ
、
 

今
月
八
日
頃
か
ら
は
じ
ま
り
、
約
千
六

百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
作
付
さ
れ
た
。
 

作
 の
 

株 

旨期 

~ 

S し
 

を
【
込”
めー
て
 

株 

~ 

辰 

願
 

ト
 
・
）
露

八
日
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
田
植
え
 

乗
用
型
田
植
え
機
で
 

一、 
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五
 
日
 に
 
満
 開
 
宣
 言
 

会
期
が
昨
年
よ
り
二
日
短
い

今
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
好

天
に
恵
ま
れ
四
十
万
人

（さ
く

ら
ま
つ
り
事
務
所
調
）
の
人
出

を
記
録
し
ま
し
た
。
 

二
十
九
H
の
開
会
式
の
前
H
 

ま
で
は
強
風
と
雨
の
寒
空
続
き

で
し
た
が
、
開
会
と
同
時
に
打

っ
て
変
っ
て
の
晴
犬
続
き
。
桜

の
つ
ぽ
み
も
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら

み
昨
年
と
同
じ
五
H
に
は
満
開

宣
甘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

津
軽
北
部
地
方
最
大
の
さ
く

ら
ま
つ
り
は
芦
野
公
園
内
に
千

七
百
本
の
桜
、
八
十
本
の
悔
、
 

約
千
本
の
松
が
色
彩
豊
か
に
見

事
に
調
和
し
、
訪
れ
る
花
見
客

や
園
内
で
軍
座
に
な
っ
て
宴
を

楽
し
む
人
を
盛
り
L
げ
ま
し
た
。
 

人
出
は
好
犬
に
も
恵
ま
れ
初
 

H
か
ら
好
調
で
、
四
H
の
花
火

大
会
当
H
は
、
十
五
万
人
。
夜

遅
く
ま
で
賑
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
ま
つ
り
の
H
玉
は
．
.
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日
に
催
さ
れ
た
“
古
幾
，二
・
津
 
く
も
半
袖
姿
が
H
に
つ
き
ま
し

軽
ど
ま
ん
中
コ
ン
サ
ー
ト
ー
で
、
 た
。
 

演
芸
場
は
黒
山
の
人
だ
か
り
と
 

一
】
十九
H
か
ら
圧
H
ま
で
の

な
り
ま
し
た
。
 

七
日
問
で
人
出
四
十
万
人
。
迷

ま
た
、
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
 

い
子
じ
件
、
ゴ
ミ
の
量
じ
十
ト
 

“
い
の
ち
”
の
影響
も
あ
っ
て
か
 

ン
、
出
店
．
．百
‘
軒
か
元
録
し

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
H
立
ち
 
ま
し

た
。
 

訪
れ
る
花
見
客
の
な
か
に
は
早
 

七
百
五
十
人
が
勇
姿
を
披
露
 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議

会

（
白川
竹
治
会
長
）
E
催
の

恒
例
の
観
閲
式
は
三
日
あ
し
の

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
木

・
中
里
・
市
浦
・
小
泊

の
．
．町
二
村
に
及
ぷ
消
防
団
員

七
百
互
ト
人
が
参
加
し
た
式
は
、
 

午
前
八
時
十
分
ホ
ン
ブ
車
十
・ハ

台
に
よ
る
放
水
演
習
を
実
施
。
 

七
色
の
虹
を
あ
で
や
か
に
酸
し

出
し
た
後
、
さ
く
ら
ま
つ
り
で

賑
う
あ
し
の
グ
ラ
ン
ド
で
姿
勢

服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
0
 

幼
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
と
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
1
1に
よ
る
模
擬
消

火
訓
練
は
、
消
火
器
さ
ば
き
も

あ
ざ
や
か
に
数
秒
で
消
火
。
観

閲
者
ら
の
喝
釆
を
あ
び
て
い
ま

し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
分
列
行
進
が
催

さ
れ
、
じ
百
五
十
人
の
団
員
は
 
 

▼
県
知
事
O
永
年
勤
続

廿
尾
野

秀
喜
、
西
村
晃

一
、
津
島
俊
雄
、
 

三
上
義
視
、
其
川
兼
春
、
中
西

敬
．.．

、原
田
哲
雄
、
新
岡
喜
代
 

，
、
▼
日
本
消
防
協
会
長

o
功

級
章
I
其
川
輝
夫
O
精
績
章
‘
 

三
上
義
視
O
勤
続
章
I
杉
山
邦

義
外

一
名
▼
県
消
防
協
会

O
優

良
分
団
・
第
四
分
団
O
現
場
優

良
分
団
廿
第
圧
分
団
O
功
労
章

廿
荒
井
繁
雄
外

一
名
O
現
場
功

労
章
廿
櫛
引
幸
雄
外
三
名
o
動

功
章
I
小
野
祐
蔵
外
二
名
0
永

年
勤
続
廿
伊
藤
．
瀧
外
三
十
一
一

名
、
▼
北
五
支
部
長
廿
白
川
忠

雄
外
二
名
▼
西
北
五
協
議
会
I
 

L
藤
義
光
外
一
名
▼
金
木
北
部

協
議
会
廿
白
川
専
市
外
五
名
。
 

三
十
．.．分
団
に
分
か
れ
一
糸
乱

れ
ぬ
勇
姿
で
占
川
町
長
ら
の
観

閲
を
受
け
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

▼
消
防
庁
長
官

0
竿
頭
綬
I
金

木
町
消
防
団
、
o
永
年
勤
続
I
 

福
長
勝
義
、
出
中
長
．.．郎
、
 

団員を前に講評を述べる古川町長 

(
  r

 

《
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五
月
五
日
の
子
供
の
日
。
 

桜
も
今
日
あ
た
り
満
開
か
、
 

陽
気
も
上
々
。
孫
と
【
緒
に

お
花
見
と
行
き
た
い
処
だ
が

ま
つ
り
の
最
終
日
。
 7
時
I
 

朝
食
後
新
聞
に
目
を
通
す
。
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
本

日
限
り
。
各
地
の
多
催
な
イ

ベ
ン
ト
に
行
楽
客
多
し
金
木

も
例
外
で
は
な
い
。
 

8
時
3
0分
廿
県
下
芦
野
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
m
席
の

た
め
芦
野
グ
ラ
ン
ド
へ
、
健

闘
を
祈
っ
て
あ
い
さ
つ
す
。
 

9
時
ー
招
魂
堂
前
へ
、
県
下

銃
剣
道
大
会
の
激
励
あ
い
さ

つ
後
し
ば
し
見
学
。
1
0時

廿

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
 

五
月
二
日
に
催
さ
れ
た
“

ー
H
 

幾
三
・
津
軽
ど
ま
ん
中
コ
ン
サ
 

ー
ト
《
は
朝
方
の
雨
で
 
「会
場

の
変
更
は
？
」
 
の
電話
が
役
場

に
相
い
次
ぎ
ま
し
た
が
予
定
ど

お
り
園
内
演
芸
場
の
特
設
ス
テ
 

ー
ジ
で
午
後
六
時
か
ら
開
演
し

ま
し
た
。
 

コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
無
料
と

あ
っ
て
大
入
満
員
。
観
客
は
特

設
ス
テ
ー
ジ
前
の
座
席
を
埋
め
 

の
白
衛
隊
父
兄
会
総
会
に
出
席
。
 

当
町
出
身
白
衛
隊
員
の
後
援
を

交
え
て
あ
い
さ
つ
。1
1時
3
0分
I
 

動
物
園
裏
の
供
養
塔
前
へ
、
鳥

獣
供
養
祭
川
席
。
営
林
署
長
さ

ん
も
顔
を
見
せ
、
猟
友
会
員
と

と
も
に
懇
談
す
。
 

（
コ
町

長
 

、
『
 
日
 

午
後
1
時
 
職
業
訓
練
校
総

会
。
午
後
2
時
I
農
業
を
語
る

会
に
出
席
あ

い
さ
つ
。
 

今
朝
程
か
ら
あ
し
の
公
園
内

を
縦
横
無
尽
に
歩
き
少
々
疲
れ

ぎ
み
。
桜
は
満
開
で
花
見
に
は
 
 

尽
く
し
、
遠
巻
き
に
し
て
立
見

を
す
る
人
で
す
ら
身
動
き
が
で

き
な
い
状
態
で
盛
況
を
極
め
ま

し
た
。
 

“
お
ら
東
京
さ
行
ぐ
だ
与
雪

国
一
な
ど
古
さ
ん
の
作
っ
た
ヒ

ッ
ト
曲
を
含
め
歌
っ
た
曲
が
十

五
曲
。
得
意
の
小
話
を
交
え
約

二
時
問
に
わ
た
っ
て
演
川
し
ま

し
た
。
 

な
か
で
も
会
場
の
お
客
さ
ん
 

最
高
の
犬
気
だ
。
午
後
6
時
帰

宅
。
古
幾
三
コ
ン
サ
ー
ト
、
花

火
大
会
と
今
年
も
花
見
客
が
多

い
。
来
年
も
独
自
の
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
行
楽
客
誘
致
に
努
め

な
く
て
は
 
。
 

多
少
連
休
疲
れ
の
気
ら

い
も

あ
る
が
明
H
か
ら
山
積
み
す
る

決
裁
を
担
当
課
長
と
慎
重
に
協

議
し
て
進
め
な
け
れ
ば
。
 

そ
れ
に
し
て
も
ま
つ
り
期
間

中
ア
ル
コ
ー
ル
が
ど
れ
だ
け
体

内
に
入
っ
た
も
の
か
。
た
ま
に

は
休
肝
日
を
設
け
な
く
て
は
・
・
、
 

午
後
8
時
頃
ま
で
孫
と
遊
び

少
々
早
い
が
明
H
に
備
え
て
就

寝
す
る
。
 
 

に
話
し
か
け
る
口
調
は
す
べ
て

津
軽
弁
で
約
一
万
人
の
観
衆
を

笑
い
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い

ま

し
た
。
 

町
で
は
、
バ
ン
ド
マ
ン
な
ど

の
交
通
費
節
約
の
た
め
福
祉
バ

ス
で
東
京
ー
金
木
間
を
送
迎
す

る
な
ど
人
場
無
料
の
予
算
ね
ん

出
に
四
苦
八
苦
し
、
そ
の
上
当
 

一
方
、
今
年
は
じ
め
て
実
施

さ
れ
た
“
太
宰
ふ
る
さ
と
便
〉
 

は
、
町
の
特
産
物
と
ま
ご
こ
ろ

を
光
り
物
に
郵
便
小
包
に
詰
め

合
わ
せ
、
全
国
に
向
け
て
発
送

し
よ
う
と
商
工
会
婦
人
部
が
企

画
し
町
の
P
R
に

一
役
買
っ
て

い
ま
し
た
。
 

ふ
る
さ
と
便
は
、
 一
箱
七
千

円
で
山
菜
の
真
空
パ
ッ
ク
ゃ
菓

子
、
ヒ
バ
工
芸
品
、
潰
物
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
十
二
、
三
品

目
が
詰
み
込
ま
れ
五
月
二
十
六

日
に
発
送
予
定
。
注
文
が
相
い

次
い
で
い
ま
し
た
。
 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ふ
る

さ
と
便
で
は
、
県
内
の
先
進
地

で
あ
る
岩
崎
村
の
視
察
ゃ
、
関

係
者
と
の
打
合
せ
を
入
念
に
行

い
、
こ
れ
ま
で
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
全
国
へ
三
百
通
送
 
 日

の
会
場
は
雨
の
た
め
地
盤
が

ゆ
る
み
大
型
ダ
ン
プ
で
砂
を
入

れ
る
な
ど
準
備
に
も
て
ん
て
こ

ま
い
し
て
い
ま
し
た
。
 

多
忙
な
毎
H
を
過
ご
す
吉
さ

ん
も
故
郷
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

り
っ
ぱ
に
実
現
で
き
て
最
後
に

は
感
激
し
、
声
を

つ
ま
ら
せ
て

い
ま
し
た
。
 

付
し
て
お
り
、
津
軽
と
金
木
を

一
体
化
し
た
構
想
を
ね
り
上
げ
、
 

本
格
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
 

福
山
初
枝
部
長
は
、
 
「年
―
一
 
 

回
、
春
と
秋
を
目
途
に
実
施
し

た
い
が
、
同
じ
商
品
を
毎
回
送

る
の
で
は
な
く
、

一
回
一
回
に

新
鮮
味
を
持
た
せ
継
続
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
新
し
い

商
品
開
発
を
町
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
。
」
と
話
し
て

お
り
、
す
で
に
同
婦
人
部
で
作

っ
た
T
シ
ャ
ツ
が
会
期
中
の
特

設
テ
ン
ト
で
飛
ぷ
よ
う
に
売
れ

て
い
ま
し
た
。
 

ふ
る
さ
と
便
が
村
お
こ
し
事

業
の

ー
つ
と
し
て
商
工
会
婦
人

部
が
取
り
粗
ん
だ
例
は
全
国
で

も
め
ず
ら
し
い
ケ
ー
ス
で
、
こ

れ
か
ら
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

盛
況
を
極
め
た
吉
幾
三
コ
ン
サ
ー
ト
 

さくらまつり 
町内外の花見 

' 

好
評
を
博
し

た
 

“太
宰
ふ
る
さ
と
便

）
コ
ー
ナ
ー
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履 
中谷藤太郎 

さん 

蟻
 

関
 

荒
 

!
h
,

，ー
 

，
 

～
い

》
、
、
、
‘
 

蒔
田
児
童
館
の
よ
い
子
た
ち
 

一
 

、
 

ノ
 

6
1年
度
行
政
協
力
委
員
決
ま
る
 

町
と
皆
さ
ん
の
パ
イ
ブ
役
で
あ
る
行
政
協
力
委
員
が
こ
の
ほ

ど
決
ま
り
、
さ
る
四
月
十
四
H
開
か
れ
た
組
織
会
で
は
、
小
山

内
嘉
一
郎
さ
ん
が
会
長
に
、中
谷
孫
一
さ
ん
、成
川
善
蔵
さ
ん
、
 

伊
丸
岡
兼
作
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

米
年
三
刀
三
十
一
日
ま
で
の
任
期
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

東
芦
野
町

▼
金
木
地
区

O
印
は
常
任
委
員
 
o
西
芦
野
町
 

O
本
町
 

角
田
 
正
男
 
浦
町
 

沢
川
 
久
春
 

阿
部
 
定
．
 

花
田
柾
五
郎
 

栄
町
 
黒
滝
 

忍

田
町
 

中
西
 
ナ
ツ

南
新
町
 
竹

内
 
徳
郎
 

L
山
道
町
 

白
川
 
昭
男

〇
小
山
道
町
】
区
金
 
三

郎

中
山
道
町
二
区
巾
村
 
宗
一

ド
山
道
町
 

小
野
 
元
端

美
晴
町
一
区
 
沢
田
 
陽
允

美
晴
町
二
区
 
中
谷
 
ム
ツ
 

津
島
金
太
郎

野
宮
 
勇
一

石
戸
谷
 
誠
 

L
藤
 
保
弘
 

L
藤
 
セ
ツ

津
島
 
信
一
 

尺
尾
甚
五
郎
 

小
川
町
．
区
 

O
小
川
町
二
区
 

米
町
 

川
端
町
 

トJ
町
 

新
富
町
 

松
尾
 
好
．
 

若
松
町
一
区
 
川
村
 
金
蔵

若
松
町
二
区
 
熊
谷
 
光
男

若
松
町
三
区
 
中
西
 
直
義

若
松
町
四
区
 
石
川
 
孝
弘
 

o
見
崎
町
 

小
山
内
ト
シ
工
 

O
二
軒
町
 

中
西
 
昭
治

上
沢
部
 

小
野
寺
勝
之
進

下
沢
部
 

白
川
 
浩

旭
ケ
丘

一
区
 
北
沢
 
清

旭
ケ
丘
二
区
 
川
島
 

登

旭
ケ
丘
il
l
区
 
成
田
 
俊
信

大
東
ケ
丘
 

鈴
木
定
五
郎

雲
雀
ケ
丘
団
地
秋
元
 
厚
子

芦
野
団
地
一
区
白
川
 
博
昭

芦
野
剛
地
二
区
藤
井
 
清
一

朝
日
団
地
 

角
田
 
シ
ゲ

上
蒔
川
 

川
日
 
豊
衛

下
蒔
田
 

岡
田
喜
十
郎
 

。
神
原
 

前
田
 
一
雄

上
藤
枝
 
工

藤
善
四
郎
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区 区 区 区 区 区 

野 須
呂 藤 

'l 
.11三央 

津
島
‘止
次
郎
 

津
島
 
和
雄
 

藤
元
 
昭
造
 

に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
紅
綬
（
人
 れ
て
お
り
、
男
子
に
贈
ら
れ
る

命
救
助
）
緑
綬
（
善
行
）
黄
綬
 

菊
花
章
、
旭
日
章
、
女
子
に
贈
 

（模
範
）
紫
綬
（
発
明
改
良
）
 

ら
れ
る
宝
冠
章
、
男
女
に
贈
ら

藍
綬

（
慈
善等
の
功
績
）
紺
綬
 
れ

る
瑞
宝
章
、
文
化
勲
章
の
五
 

（寄
付
）
の
六種
類
が
あ
り
ま
す
。
種
類
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
 

黄
綬
褒
賞
に
 

中
谷
藤
太
郎
さ
ん
 

春
の
褒
賞
賜
与
で
中
谷
藤
太

郎
さ
ん
に
黄
綬
褒
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
中
谷
さ
ん
は
、
県
経

済
連
会
長
と
し
て
の
重
責
を
永

年
勤
め
業
務
に
精
励
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

国
の
褒
賞
は
、
章
（
メ
ダ
ル
）
 

を
つ
る
す
綬

（リ
ボ
ン
）
の
色
 

1
 

荒
関
さ
ん
に
 

勲
五
等
瑞
宝
章
 

元
県
製
材
協
同
組
合
連
合
会

副
会
長
で
木
材
加
工
業
振
興
に

功
労
の
あ
っ
た
荒
関
通
義
さ
ん
 

(7
3）
に
勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

勲
章
は
褒
賞
と
違
い
菊
花
章

と
文
化
勲
章
の
他
は

一
等
か
ら

八
等
ま
で
の
八
階
級
に
分
け
ら
 

第
二
子
に
は
 

月
額
 

二
千
五
百
円
 

昭
和
六
ト

ー
年
六
月
！
H
現

在
、
十
八
歳
米
満
の
子
供
を
一
一

人
育
て
て
い
る
家
庭
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
二
人
目

の
子
供
は
昭
和
五
十
九
年
六
月

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
に

限
ら
れ
、
対
象
と
な
る
家
庭
に

は
、
月
額
二
千
五
百
円
の
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

対
象
と
な
る
児
童
を
お
も
ち

の
方
は
六
刀
．
H
か
ら
受
付
け
 

こ
の
う
ち
菊
花
章
は
大
勲
位

菊
花
章
鎖
飾
と
大
勲
位
菊
花
大

綬
章
に
、
旭
H
章
は
上
か
ら
、
 

桐
花
、
旭
大
、
重
光
、
中
綬
、
小

綬
、
双
光
、
単
光
、
青
色
、
白
色

に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

し
ま
す
の
で
役

場
民
生
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
 

・

し
 

マ
申
請
に
必

要
な
も
の
 

①
印
鑑
②
保
護

者
が
加
入
し
て

い
る
年
金
の
記

号
・
番
号
③
保

護
者
名
儀
の
預

金
通
帳
④
健
康

保
険
証
⑤
児
童

手
当
用
所
得
証

明
書
（
役
場
税

務
課
で
発
行
）
 

増
額
分
の
 

申
請
を
 

.．人
以
ー
の
f
供
を
介
て
、
 

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

家
庭
で
、
二
人
日
の
子
供
が
新

制
度
の
対
象

（
昭和
五
十
九
年

六
月
．
．日
以
後
に
生
ま
れ
た
児

童
）
と
な
る
場
合
は
、
新
た
に

巾
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
第
．二

《十
以
上
の
f
供

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
 

】
人
当
り
月
額
五
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

6月1日改正 
今年 6 月 1 日から児童手当法が変わります。 

いままでの法律では 3 人以上の子供を育てている家庭に

児童手当が支給されていましたが、今回の改正で 2 人目の

子供からも段階をふんで支給されることになりましたh 
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児童手当法 r 
第2子から受給対象に 

倉
 

，

“
 

まちづくり 

みんなの声が 
青 写 真 

対
象
児
童
の
年
令

三
年
間
で
修
正
 

新
制
度
で
は
、
三
年
後
に
対

象
児
童
の
基
準
を
就
学
前
に
統

一
し
、
よ
り
多
く
の
家
庭
に
児

童
手
当
を
支
給
で
き
る
体
制
を

と
り
ま
し
た
。
 

支
給
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
 

支
給
期
問
が
変

わ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

▼
一
年
目
（
昭
和
六
十
一
年
六
 

H
．
日
、
昭
和
六
十
．
．年
．二
刀
 

‘．
・ト

ー
日
）
 

昭
和
六
十
一
年
六
月
一
H
現
 
 在

で
、

二
人
H
の
子
供
は
．
．歳

米
満
、

三
人
日
の
f
供
は
中
学

校
卒
業
ま
で
を
対
象
児
童
と
し

ま
す
。
 

●

ニ
年
目
（
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日
、
昭
和
六
十
三
年
三
月

三
十
一

H
)
 

昭
和
六
十
二
年
四

月
．
日
現

在
で
、
二
人
目
の
子
供
は
四
歳

米
満
、

三
人
H
の
子
供
は
九
歳

米
満
ま
で
を
対
象
児
童
と
し
ま

す
。
 

マ
三
年
目
（
昭
和
六
十
三
年
四

月
一
H
以
降
）
 

三
人
日
の
子
供
も
二
人
H
の

子
供
も
就
学
前
ま
で
を
対
象
児

童
と
し
ま
す
。
 

“社
会
で
育
て
る
ク
 

基
盤
づ
く
り
の
第
一
歩
 

平
均
寿
命
が
仲
び
、
高
歳
化

社
会
が
進
み
、
子
供
の
出
生
率

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

人
H
の
割
合
が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と

次
代
を
担
う
子
供
の
数
が
減
っ

て
し
ま
い
社
会

・
経
済
の
維
持

安
定
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

今
回
の
改
正
は
、
未
来

へ
育

つ
f
供
た
ち
を
“
社
会
全
体
で

宵
て
よ
う

”
と
い
う
基
盤
づ
く

り
の
第
．
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
ま
す
が
、
時
に
は
 
泊
も
あ

一
 

?

‘
よ
ト
・
。
 

．
 

《
 

》
 

一
 

《
 

《
 

掴
 

《
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

趣
味
は
ぬ
い
ぐ
る
み
を
集
め
 

る
こ
と
。
暇
な
時
は
編
み
物
を
 

し
た
り
し
ま
す
。
 
 

O
中
藤
枝
 

下
藤
枝
 

湯
の
川
 

林
ド

向
道
 

0
女
坂
 

L
宇
川
野
 

下
宇
田
野
 

●

嘉
瀬
地
区

雲
雀
野
団
地
 

O
東
町
 

O
L
小
栗
崎
 

O
中
小
栗
崎
 

ド
小
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崎
 

上
派
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中
派
立
 

O
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派
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上
新
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ド
新
町
 

L
昭
和
町
 

下
昭
和
町
 

本
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‘

ー
 

工
藤
武
一
郎
 
後

町
 

山
中
 
幸
春
 

工
藤
 
良
村
 

上
古
町
 
沢

川
 
武

白
川
 
安
義
  
⑨
下
古
町
 

小
山
内
嘉

【
郎

中
谷
 
豊
年
 

新
誠
町
 

山
中
 
林
造
 

荒
井
 
由
古
  

O
新
堤
町
一
区
 
．.

.L
 

英
俊

中
谷
 
孫
‘
 

 

新
堤
町
二
区
 
山
中
 
政
善
 

中
谷
 
義
之
  

O
ヒ

鍛
治
町
 
沢
田
 
繁

市
 

中
谷
幸
江
子
 
ド

鍛
治
町
 
須
崎
正
之

助
 

L
中
柏
木
 
小
山
内
武
之
進

神
島
 
恵
子
 

下
中
柏
木
 

杉
山
 
悦
子

高
橋
 
喜
・
 

●
喜
良
市
地
区
 

秋
元
 
定
夫
 

o
更
生
部
落
 

菊
地
 
良
治

松
川
 
清
男
 
西

岩
見
町
 

桑
田
 
直
一

松
川
 
春
雄
 

O
東
岩
見
町
 

宮
崎
 
与
太

原
川
源
太
郎
 

O
林
町
 

桑
田
清
．.．郎

吉
崎
 
一
洋
 
O
野
崎
 

宮
崎
初
太
郎

謙
田
 
善
光
 

北
本
町
 

西
村
 
晃
一

今
 
哲
三
 
＠
ド

派
立
 

伊
丸
岡
兼
作

今
 
兼
春
 
ト

派
立
 
四

村
 

明

沢
田
 
文
則
 
南
本
町
 

桑
m
 
邦
衛

沢
田
 
茂
 
上

柏
木
 

中
村
 
園
家

原
田
 
清
治
 
下

柏
木
  

中
村
 
利
宗

今
 
喜
代
治
 

o
下
町
 

今
 

清
作

山
巾
 
将
 
川

端
町
 
入

I
 
垂
雄

成
田
 
善
蔵
 
双
葉

町
 

工
藤
 
仲
輝
 

白川妙子さん 
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ま
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り
 

普
段
は
 
ロ
一
店
を
標
準
に
《
 

就
職
し
四
回
目
の
春
を
迎
え
 
す
。
 

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

画

よ
う
や
く
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
 
仕
事
と
い

う
の
は
、
化
粧
品
 
仕
事

柄
自
分
の
化
粧
も
上
手

一
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

の
美
容
部
貝
で
、
販
売
及
び
サ
 
に

な
り
ま
し
た
。
 

一
 

ー
 
‘
 

'
 

.
i
 

，
 
ー
 

．
 
‘
 

．
 

鵬
 

今
で
は
仕
事
も
だ

い
ぷ
把
握
 

ー
ビ
ス
を
E
に
西
北
五
管
内
の
 
趣

味
は
ぬ
い
ぐ
る
み
を
集
め
 
ー
 

で
き
て
、
後
輩
の
指
導
な
ど
で
 
化

粧
品
店
指
導
に
廻
っ
て
歩
く
 
る

こ
と
。
暇
な
時
は
編
み
物
を
 

積
極
的
な
毎

H
を
送
っ
て
い
ま
 
こ
と

で
す
。
 

し
た
り
し
ま
す
。
 

白
宅
か
ら
仕
事
場
へ
直
接
出

勤
す
る
た
め
会
社
の
車
を
使
わ

せ
て
項
い
て
い
ま
す
。
 

友
達
の
範
囲
も
バ
ラ
エ
テ
イ
 

ー
に
富
ん
で
西
北
五
管
内
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

り
ま
す
。
 

仕
事
柄
自
分
の
化
粧
も
上
手
 一

 

6月は 

「まちづ〈り月間」― 

です藤 
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表
 

対 象 人 口 
'EI内30歳以上の女性） 受診者数 受診率 

3,354 777 23.2% 

~~
~~~ 

要精検者 発見率 

乳 	ガ 	ン 24 3.1% 

甲 	状 	腺 5 0.6% 

昭和61年検診日程 

●L記日程の検診は「乳ガン・甲状腺・胆のう」 
の検査が同時に実施されます。 

●時間と場所は金木だより 「おしらせ版」をご
覧ください。 

6 )i 
18日困・19日困・20日国 

25H（水）・ 26日困・27日囲 

1
1
)
1
 

 
20日（1り・21日固 

	u1川川川川皿 金木だより ⑥ 

I 

図 2 
結石の所在部位 

表

1
は
昭
和
六
十
年
に
実
施

し
た
検
診
の
う
ち
三
十
歳
以
上

の
女
性
人
口
と
受
診
者
数
及
び

受
診
率
を
示
し
た
も
の
で
す
。
 

表
 
 

受
診
率
は
年
々
向
上
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
全
体
の
＋
弱

し
か
受
診
し
て
い
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

却
 

表

4
は
、
胆
石
症
で
入
院
し

た
日
数
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
 

検
診
で
胆
石
が
発
見
さ
れ
人

院
し
た
人
は
、
検
診
以
外
で
発

見
さ
れ
た
人
よ
り
7
H
間
も
早

く
退
院
し
て
い
ま
す
。
又
症
状

が
な
く
入
院
し
た
人
は
、
症
状

を
感
じ
て
か
ら
入
院
し
た
人
よ

り
も
9
日
間
も
早
く
退
院
で
き

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
 

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ

と
に
よ
り
身
体
的

・
経
済
的
に

も
負
担
が
少
な
く
て
す
む
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

胆
石
症
の
 

治
療
に
つ
い
て
 

胆
石
症
の
治
療
方
法
と
し
て

①
手
術
 
四
十
分
か
ら
一
時
間
 

二
十
分
程
度
で
終
了

②
薬
 

胆
石
を
溶
か
す
薬
、
 

六
ケ
月
か
ら
十
ニ
ケ
 

月
の
服
薬
が
必
要

以
上
2
種
類
あ
り
ま
す
。
②
に

つ
い
て
は
再
発
の
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
原
則
的
に
は
①
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
 ノノ で中 

、 ノじ、 

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
。
 

“さ
く
ら
ま
つ
り
”
の
終了
と
と
も
に

一
段
と
日
ざ
し
が
強
く
な

り
、
毎
日
の
仕
事
も
多
忙
を
き
わ
め
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

「忙
し
い
か
ら
こ
そ
健
康
で
あ
り
た
い
も
の
入
フ回
は
昨
年
の
検

診
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。
 

『
乳
癌
・
甲
状
腺

・
胆
の
う
』
 

の

検
診

結

果
 

表

2
は
検
診
の
結
果
も
う
一

度
精
密
検
査
を
要
す
る
人
数
と
、
 

そ
の
率
を
示
し
た
も
の
で
す
。
 

乳
癌
・
甲
状
腺
精
検
結
果
は
、
 

年

一
回
の
定
期
検
診
・
治
療
を

要
す
る
だ
け
の
比
較
的
軽
い
症

状
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
 

表

3
は
、
胆
の
う
検
診
の
結

果
精
密
検
査
を
要
し
た
人
数
と
 

率
を
示
し
た
も
の
で
、
乳
癌
・

甲
状
腺
に
く
ら
べ
梢
密
検
査
を

要
し
た
人
が
多
い
の
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
乳
痛
・
甲
状
腺

で
は
比
較
的
軽
い
症
状
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
胆
の
う
に
お
い

て
は
、
梢
密
検
査
結
果
年
数
の

人
が
手
術
な
い
し
は
通
院
治
療

を
必
要
と
し
ま
し
た
。
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改
築
。
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町
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還
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資
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受
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業
を
進
め
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ま
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築
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。
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。
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の
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興
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と
も
に
町
の

活
性
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と
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稼
ぎ
解
消
を

目
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し
て
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ま
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っ
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安
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栄
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満
点
 

町
三
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目
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誘
致
企
業
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津

軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
一

が
、
さ
る
五
月
十
1
1工
場
の
完

成
を
祝
い
落
成
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挙
行
し
、
 

十
二
日
か
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操
業
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始
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ま

し
た
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五
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五
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目
の
誘
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企
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で
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木
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工
場
設
置
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励
条

例
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の
最
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の
企
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と

な
っ
て
お
り
、
婦
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服
の
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加
工
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と
し
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商
二
億
円
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て
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。
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パ
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世帯数 3.904世帯 ＝ 0 

4)] 30日現在 前年同月比 
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元
 

近
年
日
本
で
は
生
活
様
式
、
 

特
に
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い

虚
血
性
心
疾
患
が
急
増
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
 

虚
血
性
心
疾
患
と
は
、
心
臓

に
酸
素
や
栄
養
を
送
る
動
脈
（
 

冠
動
脈
）
が
主
と
し
て
動
脈
硬

化
と
い
う
病
気
の
た
め
に
、
心

臓
が
必
要
と
す
る
血
液
を
充
分

に
送
り
出
せ
な
い
状
態
（虚
血
）
 

の
こ
と
で
、
狭
心
症
と
心
筋
梗

塞
の
二
つ
が
代
表
的
な
も
の
で

す
。
狭
心
症
は
冠
動
脈
が
部
分

的
に
細
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

お
こ
り
、
心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈

が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患

は
主
に
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
を

基
礎
と
し
て
お
こ
り
ま
す
の
で
 
 動

脈
硬
化
を
お
こ
す
原
因
が
虚

血
性
心
疾
思
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
職
業
で
は
精
神
労
働
者

な
ど
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
強

い
人
に
多
く
、
性
格
で
は
活
動

的
で
感
情
的
な
性
格
の
人
に
多

い
よ
う
で
す
。
食
事
で
は
動
物

性
脂
肪
や
糖
質
の
と
り
過
ぎ
る
 

狭
心
症
は
歩
行
や
階
段
昇
降

な
ど
の
、
あ
る
一
定
量
以
上
の

運
動
を
し
た
と
き
に
胸
痛
が
お

こ
り
、
安
静
に
し
て
い
る
と
胸

痛
が
お
さ
ま
る
と
い
う
症
状
が

あ
り
ま
す
。
運
動
時
に
関
係
な

く
、
安
静
に
し
て
い
て
も
夜
間

や
明
け
方
の
大
体
同
じ
時
刻
に

い
つ
も
胸
痛
が
お
こ
る
と
い
う

特
殊
な
狭
心
症
も
あ
り
ま
す
。
 
 人

に
多
く
、
喫
煙
者
は
非
喫
煙

者
の
約
三
倍
か
か
り
ゃ
す
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
特
に

重
要
な
危
険
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子
と
し
て
、
高

血
圧
、
喫
煙
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
、
肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
人
は

畠
来
る
だ
け
早
く
病
院
で
診
察

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

狭
心
症
は
適
切
な
治
療
を
し

な
い
と
心
筋
梗
塞
に
進
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
は
激

し
い
胸
痛
で
お
こ
り
、
心
臓
の

筋
肉
が
死
ん
で
し
ま
う
状
態
で

命
を
お
と
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
怖
い
病
気
で
す
。
 

狭
心
症
と
診
断
さ
れ
た
人
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
う
で
な

い
人
も
、
先
に
述
べ
た
危
険
因

子
を
普
段
か
ら
避
け
る
よ
う
に

し
て
健
康
な
体
を
保
ち
続
け
た

い
も
の
で
す
。
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